
死んでもだれにも気づかれない、
孤立死はなにが問題なのでしょうか。
悲惨なものだという決めつけもあり
ますが、高齢化が進み単身世帯も増
えるなかでは、すでに当たり前のこ
とになっています。防止策ばかりに
偏るべきではないと言う、日本福祉
大学教授で同大健康社会研究セン
ター長の斉藤雅茂さんに聞きました。

静謐の人形作家、永瀬卓さんが見つめるもの

今回取り上げるのは人形作家
の永瀬卓さん。元美術教師で無
名の存在でしたが、ひょんなこ
とで作品がツイッターに載せら
れると、あれよあれよという間
にファンを獲得しました。人形
のモデルは、万葉の時代を生き
た人たち。有間皇子や大友皇子
など、政争に敗れたり無実の罪
を着せられて命を絶たれた悲劇
の人物が多く、その苦悩が作品、

特に表情から見て取れます。
永瀬さんの作品を通して古代

史をたどるという企画展が奈良
で開かれ、２万人超もの来場者
がありました。東京のアンテナ
ショップでも展示されましたが、
作品を見て涙を拭い、手を合わ
せる来場者もあったそうです。
ここまで現代の人々の心を打つ
のはなぜなのでしょうか。その
背景に迫ります。

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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６
日

＝
オ
ピ
ニ
オ
ン
面

（水）

３日（日）＝１、３面

５日（火）＝夕刊２面

社会学者・大澤真幸さん ＡＩと文章作法

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

被
団
協
受
賞
の
意
義
は

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
、

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に
尽

力
し
、
核
兵
器
が
二
度
と
使
わ

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
証
言

に
よ
っ
て
示
し
て
き
た
」
。
こ

の
授
賞
理
由
が
示
す
被
爆
者
自

ら
の
精
力
的
な
活
動
が
、
世
界

で
改
め
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。
授
賞
の
意
義
に
つ
い
て
、

日
本
軍
縮
学
会
の
初
代
会
長
、

広
島
で
平
和
研
究
を
続
け
る
国

際
政
治
学
者
、
第
五
福
竜
丸
事

件
を
語
り
継
ぐ
学
芸
員
の
３
人

に
聞
き
ま
し
た
。

孤立死は問題なのか

３日（日）＝くらしナビ面

チャットＧＰＴなど生成
ＡＩの利用が広がっていま
す。社会学者の大澤真幸さ
んは「ＡＩが人の言語に近
づくというより、人がＡＩ
仕様になっていく心配があ
ります」と話します。「Ａ

Ｉで仕事がなくなるという
より、仕事がつまらなくな
る気がするんです」とも。
「生成ＡＩ時代の言語論」
という新刊を出したばかり
の大澤さんが、旧知の記者
とともに語らいます。

公
益
財
団
法
人
「
日
本

ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
ケ
ア
研

究
振
興
財
団
」
（
ホ
ス
ピ

ス
財
団
）
と
毎
日
新
聞
社

は
10
日
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
大
切
な
人
を
亡
く
す
と

き―

ど
う
し
た
ら
い
い
？

孤
立
と
悲
嘆―

」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
と
会

場
（
大
阪
府
）

の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
で
開
催

し
ま
す
。
「
孤
立
・
孤

独
」
を
ど
う
乗
り
越
え
れ

ば
い
い
か
。
悲
嘆
学
の
大

学
教
授
、
が
ん
看
護
専
門

看
護
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
実
例
を
挙

げ
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。
（
木
村
葉
子
）

人形作家の永瀬卓さん。
隣は永瀬さんが作った「有間皇子」

ノーベル平和賞受賞から一夜
が明け、原爆慰霊碑に祈りを
捧げる人たち


